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４　指標一覧

　「目指す姿」の実現に向けて、その進捗状況を測るための指標を設定しています。これらの

指標は毎年度進捗状況を確認することで、施策の着実な推進を図っていきます。

　なお、目標値については、「設定した数値以上（又は以下）を目指す」という考えで設定して

います。

　また、毎年度行う進捗管理において、目標値を上回る進捗状況であった場合は、その数値

以上（又は以下）を目指していきます。

施策 指標名 指標の説明
現状値

平成30(2018)
年度末

目標値
令和６(2024)

年度末

ま
ち
の
姿
１ 

人
権
が
尊
重
さ
れ
、

	

市
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち

１－① １	 性別、国籍、障がいの有無等
に関わらず、人権が尊重されて
いると思う市民の割合（％）

♦市民アンケート
78.3 82.0

１－② １	 市民協働事業件数（件） 市民協働事業の実施件数 306 330

２	 新規団体立上げ数（団体） 市民活動支援センターの相談・
支援により新規に立ち上がった
団体数（累計）

12 40

１－③ １	 必要とする市政情報をいつで
も得ることができていると感じ
る市民の割合（％）

♦市民アンケート
68.5 72.0

ま
ち
の
姿
２

　�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全

な
ま
ち

２－①　１	 自然災害に対して何らかの備
えをしている市民の割合（％）

♦市民アンケート 65.3 69.0

２	 昨年１年間に防災に関する催
しに参加したことがある市民の
割合（％）

♦市民アンケート
16.4 30.0

２－②　１	 狛江市が治安の良いまちだと
感じる市民の割合（％）

♦市民アンケート 92.9 98.0

２	 市内刑法犯認知件数のうち、
凶悪犯を除いた件数（件）

市内刑法犯認知件数のうち、凶
悪犯を除いた件数 376※１ 300※１

３	 特殊詐欺被害件数（件） 特殊詐欺被害の件数 30※１ 20※１

ま
ち
の
姿
３

　
活
気
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

３－①　１	 狛江市に住み続けたいと思う
市民の割合（％）

♦市民アンケート 92.7 97.0

２	 狛江市に愛着や誇りを持って
いる市民の割合（％）

♦市民アンケート 80.4 84.0

３	 狛江市の認知度（位） 狛江市の認知度 396 350

３－②　１	 町会・自治会未整備地区の面
積割合（％）

町会・自治会未整備地区の面積
割合 9.2 7.0

２	 地域・地区センター利用率
（％）

地域・地区センター各室の平均
利用率 48.9 51.0

３－③ １	 日頃の飲食や買い物が便利だ
と感じている市民の割合（％）

♦市民アンケート 63.4 67.0

２	 法人市民税の納税義務者数
（法人）

法人市民税均等割納税義務者数 1,913 2,000
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施策 指標名 指標の説明
現状値

平成30(2018)
年度末

目標値
令和６(2024)

年度末

３－④ １	 日頃から狛江産野菜を食べて
いる市民の割合（％）

♦市民アンケート 36.6 40.0

２	 狛江ブランド農産物生産農家
数（軒）

狛江ブランド農産物を生産して
いる農家数 22 26

ま
ち
の
姿
４

　
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち

４－① １	 地域の中で子どもを育てる取
組・活動が活発であると感じて
いる市民の割合（％）

♦市民アンケート
56.5 62.0

２	 子育てひろば年間利用者数
（人）

子育てひろばを利用した保護者
の人数 25,827 37,800

３	 ファミリー・サポート・セン
ター事業会員数（人）

ファミリー･サポート･センター
事業の利用会員数とサポート会
員数の合計

1,345 1,400

４－② １	 学童クラブ入所待機児童数
（人）

学童クラブの入所待機児童の数 76※２ 0※２

２	 プレーパーク年間利用者数
（人）

プレーパークの年間利用者数 11,593 13,000

３	 児童館・児童センター年間利
用者数（人）

児童館・児童センター年間利用
者数 20,575 62,800

４－③ １	 合計特殊出生率 狛江市における合計特殊出生率 1.24 1.29

２	 育児支援ヘルパー派遣事業利
用者数（人）

育児支援ヘルパー派遣事業の延
べ利用者数 307 540

３	 保育所入所待機児童数（人） 保育所の入所待機児童の数 68※２ 0※２

４－④ １	 自分には良いところがあると
感じている児童・生徒の割合
（％）

♦全国学力・学習状況調査 小６：85.2
中３：83.1

小６：90.0
中３：90.0

２	 満足型学級出現率・小学校
（％）

♦Q-U・hyper-QUアンケート 63.80 70.0

３	 満足型学級出現率・中学校
（％）

♦Q-U・hyper-QUアンケート 36.58 40.0

ま
ち
の
姿
５

　
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

５－① １	 福祉のまちづくり委員会の設
置数（地区）

日常生活圏域（３圏域）における
福祉のまちづくり委員会の設置
地区数

0 3

２	 コミュニティソーシャルワー
カーの配置数（地区）

日常生活圏域（３圏域）における
コミュニティソーシャルワー
カーの配置地区数

1 3

３	 地域活動に参加している市民
の割合（％）

♦市民アンケート 31.5 36.0

５－② １	 健康づくりに取り組んでいる
市民の割合（％）

♦市民アンケート 65.8 69.0

２	 自殺死亡率（％） 自殺死亡者数/人口×10万人 14.7※１ 9.7※１

３	 国民健康保険特定健康診査受
診率（％）

国民健康保険特定健康診査の受
診率 50.8 60

５－③ １	 地域活動に参加している高齢
者の割合（％）

♦市民アンケート 38.2 42.0
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施策 指標名 指標の説明
現状値

平成30(2018)
年度末

目標値
令和６(2024)

年度末

ま
ち
の
姿
５

　
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

５－③ ２	 65歳健康寿命（東京保健所長
会方式）（歳）

65歳の人が何らかの障がいのた
めに日常生活動作が制限される
まで（要介護２）の年齢を平均的
に表したもの

男性：
82.98※３

女性：
85.95※３

男性：
83.20※３

女性：
86.10※３

５－④ １	 共同生活援助の実利用者数
（人）

共同生活援助の実利用者数 68 75

２	 地域移行支援の実利用者数
（人）

地域移行支援の実利用者数 5 10

３	 新たに就労した障がい者の人
数（人）

サポート（就労支援センター）
の新規就職者数 33 36

５－⑤ １	 就労支援対象者のうち、就労
支援プランを作成し、就労・増
収につながった人の割合（％）

就労支援対象者のうち、就労支
援プランを作成し、就労・増収
につながった人の割合

73.6 77.0

２	 経済的自立により生活保護を
廃止した世帯の数（世帯）

経済的自立により生活保護を廃
止した世帯の数（計画期間内の
累計）

－ 115

３	 生活保護受給世帯の小・中学
生のうち、学力向上や進学に関
する支援を受けている人の割合
（％）

生活保護受給世帯の小・中学生
のうち、学力向上や進学に関す
る支援を受けている人の割合 40.0 44.0

ま
ち
の
姿
６

　
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
歴
史
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
ま
ち

６－① １	 公民館利用者数（人） 中央公民館と西河原公民館の延
べ利用者数 150,316 170,000

２	 図書館の利用率（％） 図書館の利用率 16.0 20.0

３	 昨年１年間に学びの活動・体
験をした市民の割合（％）

♦市民アンケート 24.4 29.0

６－② １	 昨年１年間に芸術文化活動を
行ったり、鑑賞したりしたこと
のある市民の割合（％）

♦市民アンケート
43.0 47.0

２	 週１回以上、何らかの運動や
スポーツをしている市民の割合
（％）

♦市民アンケート
60.1 70.0

６－③ １	 市の歴史や伝統に関心のある
市民の割合（％）

♦市民アンケート 51.5 57.0

ま
ち
の
姿
７

　
自
然
を
大
切
に
し
、
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

７－① １	 市内の緑が豊かだと感じてい
る市民の割合（％）

♦市民アンケート 83.9 88.0

７－② １	 太陽光発電設備、家庭用燃料
電池等に対する市の助成金交付
事業の利用件数（件）

太陽光発電設備、家庭用燃料電
池等に対する市の助成金交付事
業の利用件数（累計）

284 650

２	 市内の美化活動に参加したこ
とのある市民の割合（％）

♦市民アンケート 23.8 29.0

７－③ １	 市民一人当たりの年間ごみ排
出量（kg/年）

市民一人当たりの年間ごみ排
出量 241.75 236.6

２	 ごみの資源化率（％） ごみの総排出量のうち、総資源
化量が占める割合 37.3 38.2
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施策 指標名 指標の説明
現状値

平成30(2018)
年度末

目標値
令和６(2024)

年度末

ま
ち
の
姿
７

　
自
然
を
大
切
に
し
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

７－④ １	 雨水管渠の整備率（％） 排水面積に対する雨水管渠の整
備率 77.8 80.0

２	 雨水浸透ます設置基数（基） 雨水浸透ますの設置基数（累計） 10,469 12,100

７－⑤ １	 地区計画策定件数（件） 地区計画の策定件数（累計） 5 8

２	 まちづくり協議会等の設置件
数（件）

狛江市まちづくり条例に規定す
るまちづくりグループ、まちづ
くり協議会、テーマ型まちづく
り協議会の設置件数（累計）

2 5

７－⑥ １	 修繕を行った道路の延長（m）道路修繕計画に基づき修繕を
行った市道の総延長（計画期間
内の累計）

－ 9,000

２	 市内交通事故発生件数（件） 市内で発生した交通事故の件数 79※１ 60※１

３	 市内自転車関与事故件数（件）市内で発生した自転車が関与し
た事故の件数 31※１ 25※１

ま
ち
の
姿
８

　
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営

８－① １	 質の高い行政運営が行われて
いると感じている市民の割合（％）

♦市民アンケート 55.6 61.0

２	 公共施設整備計画による改修
等の事業の進捗率（％）

公共施設整備計画の整備スケ
ジュールによる各施設の整備事
業の進捗率

－※２ 100※２

８－② １	 経常収支比率（％） 経常一般財源総額に臨時財政対
策債の発行可能額を加えた額に
占める経常経費充当一般財源の
割合

89.6※ 90.0
以下

※参考：経常一般財源等に臨時財政対策債等の借入額を加えた経常収支比率　91.3％

２	 財政調整基金残高（億円） 財政調整基金の残高（億円） 18.7 20

３	 市債残高（億円） 一般会計の市債の残高（億円） 195 185

８－③ １	 職員の対応に対する市民の満
足度（％）

♦市民アンケート 81.9 86.0

２	 各役職段階にある職員に占め
る女性職員の割合（％）

各役職段階にある職員に占める
女性職員の割合 28.3※２ 35.0※２

※１ �暦年（１月～ 12月）での集計（現状値：平成30（2018）年、目標値：令和６（2024）年）に

なります。

※２ �各年４月１日時点での集計（現状値：平成31（2019）年４月１日、目標値：令和７（2025）

年４月１日）になります。

※３ �前年（１月～ 12月）での集計（現状値：平成29（2017）年、目標値：令和５（2023）年）に

なります。
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５　基本計画とSDGsとの関係

①SDGs（持続可能な開発目標）とは

SDGs（Sustainable Development Goals）とは、平成27（2015）年９月の国連サミットにおい

て採択された令和12（2030）年までの国際目標です。今後世界が持続可能な発展を続けてい

くために、先進国と開発途上国が共に取り組むべき普遍的な目標として採択され、17のゴー

ル（目標）と169のターゲットから構成されています。

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するため、国において

は、平成28（2016）年５月に内閣総理大臣を本部長とするSDGs推進本部を設置し、同年12月

には、SDGsの目標達成に向けて今後の日本の取組の方針を示した「SDGs実施指針」を策定し

ました。また、令和元（2019）年には実施指針を改定し、地方自治体の役割として、「『様々な

計画にSDGsの要素を反映すること』、『ローカル指標の設定を行うこと』等が期待される。」と

されています。

②基本計画とSDGsとの関係

SDGsの17の目標は、国家レベルで取り組むものが多く含まれ、前期基本計画で位置付け

ている30の施策とは対象や規模が異なるところですが、その目指すべき方向に共通する点

は多くあります。

そこで、前期基本計画で位置付けている30の施策とSDGsの17の目標との関係を意識し、

持続可能なまちづくりを進めていくことで、SDGsの達成に寄与していきます。

また、市の施策をSDGsの17の目標に単に位置付けるだけではなく、各施策の進捗状況を

測るための「指標」について、SDGsの169のターゲットを意識して設定しています。前期基本

計画からSDGsを考えるという視点に加え、SDGsから前期基本計画を考えるという双方向の

視点を持って計画を策定することで、前期基本計画とSDGsとの関係を深めています。
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③SDGsの17の目標

目　標 説　　　明 目　標 説　　　明

【貧困】あらゆる場所のあらゆる形態
の貧困を終わらせる。

【不平等】各国内及び各国間の不平等
を是正する。

【飢餓】飢餓を終わらせ、食料安全保
障及び栄養改善を実現し、持続可能
な農業を促進する。

【持続可能な都市】包摂的で安全かつ
強靱（レジリエント）で持続可能な都
市及び人間居住を実現する。

【保健】あらゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し、福祉を促
進する。

【持続可能な生産と消費】持続可能な
生産消費形態を確保する。

【教育】すべての人に包摂的かつ公正
な質の高い教育を確保し、生涯学習
の機会を促進する。

【気候変動】気候変動及びその影響を
軽減するための緊急対策を講じる。

【ジェンダー】ジェンダー平等を達成
し、すべての女性及び女児の能力強
化を行う。

【海洋資源】持続可能な開発のために
海洋・海洋資源を保全し、持続可能
な形で利用する。

【水・衛生】すべての人々の水と衛生
の利用可能性と持続可能な管理を確
保する。

【陸上資源】陸域生態系の保護、回復、
持続可能な利用の推進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処ならび
に土地の劣化の阻止・回復及び生物
多様性の損失を阻止する。

【エネルギー】すべての人々の、安価
かつ信頼できる持続可能な近代的エ
ネルギーへのアクセスを確保する。

【平和】持続可能な開発のための平和
で包摂的な社会を促進し、すべての
人々に司法へのアクセスを提供し、あ
らゆるレベルにおいて効果的で説明
責任のある包摂的な制度を構築する。

【経済成長と雇用】包摂的かつ持続可
能な経済成長及びすべての人々の完
全かつ生産的な雇用と働きがいのあ
る人間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する。

【実施手段】持続可能な開発のための
実施手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する。

【インフラ、産業化、イノベーション】
強靱（レジリエント）なインフラ構
築、包摂的かつ持続可能な産業化
の促進及びイノベーションの推進
を図る。

※説明は外務省の日本語訳を参照しています。



ー 164 ー ー 165 ー

第３章　前期基本計画 ５　基本計画とSDGsとの関係

貧
困

飢
餓

１ 人権が尊重され、市民が主役と
なるまち

①平和の希求・人権の尊重 ●

②市民参加・市民協働の推進

③市政情報の共有

２  安心して暮らせる安全なまち ①防災体制の充実 ●

②防犯対策の強化

３ 活気にあふれ、にぎわいのある
まち

①魅力の創出・向上・発信

②地域コミュニティ・都市間交流の推進

③商工業の振興

④都市農業の推進 ●

４ 子どもがのびのびと育つまち ①地域社会で支える子育て ● ●

②子どもの居場所づくりと成長の支援 ●

③妊娠・出産・育児までの切れ目のない支援 ●

④学校教育の充実 ●

５ いつまでも健やかに暮らせる
まち

①地域共生社会づくりの推進 ● ●

②健康づくりの推進

③高齢者への支援 ●

④障がい者への支援 ●

⑤生活困窮者への支援 ● ●

６ 生涯を通じて学び、歴史が身近
に感じられるまち

①地域における学びの充実

②芸術文化・スポーツの振興

③歴史への理解と継承

７ 自然を大切にし、快適に暮ら
せるまち

①水と緑の快適空間づくり

②都市環境の確保

③循環型社会の推進

④下水道機能の維持・向上

⑤市街地整備の推進

⑥道路・交通環境の充実

８ 持続可能な自治体経営 ①質の高い行政運営の推進

②持続可能な財政運営の推進

③組織づくり・人財育成の推進

④基本計画の各施策とSDGsの17の目標との関係
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第３章　前期基本計画 ５　基本計画とSDGsとの関係

※ 国や東京都が示すSDGsの考え方を参考に、基本計画の各施策とSDGsの17の目標との関係を示
しています。
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